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.2酉…高齢者パス力一ドを

.3画一-国体標語決まる

・4面・・我力濠の防災対策を確認

.5面...0-157に注意しよう

主な内容

九
月
一
日
は
防
災
の
日
で
す
。
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
備
え
と
冷
静

な
行
動
、
そ
し
て
隣
近
所
の
聞
け
合
い
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
八
月

三
十
日
に
自
主
防
災
組
織
を
対
象
に
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
防
災
対
策
を
も
う
一
度
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。
(
四
面
に
関
連
記
事
)

9月1日は防災の
司.

八
月
三
十
日

(
土
)
の
午
前

九
時
二
十
分
か
ら
十

一
時
三
十

分
ま
で
、
総
合
公
園
を
会
場
に

自
主
防
災
総
合
訓
練
を
実
施
し

ま
す

(雨
天
の
場
合
は
中
止
)。

今
回
の
訓
練
は
、
各
自
治
会

ご
と
に
組
織
さ
れ
て
い
る
自
主

防
災
組
織
を
主
体
に
、
自
動
車

や
大
型
重
機
な
ど
の
機
動
力
を

使
わ
ず
に
実
施
し
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
の
み
な
さ
ん
に
は
、

朝
か
ら
仮
設
本
部
と
な
る
テ
ン

ト
の
設
営
や
、
昨
年
ま
で
は
市

の
対
策
本
部
が
担
当
し
て
い
た

飲
料
水
供
給
訓
練
な
ど
、
よ
り

笑
践
的
な
訓
練
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

訓
練
参
加
機
闘
は
、
市
自
治

会
連
絡
協
議
会
、
市
障
害
者
団

体
連
合
会
、
協
定
を
結
ん
で
い

る
市
町
・
団
体

・
事
業
所
な
ど

で
す
。
見
学
は
ど
な
た
で
も
で

き
ま
す
。

な
お
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係

機
関
に
よ
る
訓
練
は
、
来
年

一

月
の
実
践
型
防
災
訓
練
で
実
施

し
ま
す
。

主
な
内
容
は

マ
自
主
防
災
組
織
総
合
訓
練
・

.

災
害
が
発
生
し、

道
路
や
橋
な

ど
が
崩
壊
し
た
場
合
、
初
期
対

応
は
自
主
防
災
組
織
に
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
地
域
拠
点
基
地
の
防
災
倉

庫
に
あ
る
資
器
材
を
訓
練
会
場

を
に
運
び
こ
み
、
初
期
消
火
や
給

水
栓
か
ら
の
給
水
な
ど
、
梯
ム
吋

な
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た、

リ
ヤ
カ
ー
に
資
器
材
を
和
み
、

会
場
内
を
移
動
し
て
、
仮
設
本

部
の
設
置
、
バ
ケ
ツ
リ
レ

I
、

チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
丸
太
の

切
断
、

倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

出

・
救
護
、
給
水
訓
練
な
ど
を
、

一
速
の
流
れ
と
し
て
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す

マ
避
難
路
確
保
・
延
焼
阻
止
消

火
訓
練
:・自
主
防
災
会
、
事
業

所
、
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
な
ど

い
ず
れ
も
女
性
の
み
の
参
加
に

よ
る
訓
練
で
す

マ
知
っ
て
得
す
る
コ

ー
ナ
ー

(ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
)

・
:
心
肺
蘇
生

・
応
急
手
当
て
訓

練
、
川
番
通
報
訓
練
、
起
震
車

に
よ
る
震
度
体
験
訓
練
、
消
火

器
取
り
扱
い
訓
練
、
自
衛
隊
救

命
シ
ス
テ
ム
の
展
示
・
説
明
、

水
道
機
器
の
展
示

・
販
売
、
防

災
用
品
の
展
示
・
販
売

予
知
対
応
型
訓
練
は

九
月

一
日
(月
)
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
、
消
防
庁
舎
と
市
内

二
十
五
か
所
の
地
域
拠
点
基
地

を
会
場
に
し
て
、
情
報
伝
達
や

非
常
配
備
な
ど
の
訓
練
を
笑
施

し
ま
す
。

訓
練
の
利
定
は
「
午
前
九
時
、

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
暫
戒
宣
言

が
発
令
さ
れ
た
」
で
す
。
こ
れ

に
基
づ
き
、
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
平
塚
市
地
震
災
害
瞥
戒
本

部
只
な
ど
が
消
防
庁
舎
に
集
合

し
、
警
戒
本
部
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
各
地
域
拠
点
基
地
に

は
配
備
職
只
を
は
じ
め
、
自
主

防
災
組
織
や
拠
点
器
地
と
な
っ

て
い
る
学
校
の
職
只
な
ど
が
集

合
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担

な
ど
を
話
し
合
う

「防
災
、三
一

会
議
」
を
聞
き
ま
す
。

-9時
5
分
ご
ろ
サ
イ
レ
ン
を

午
前
九
時
、
警
戒
本
部
は
郡
山

戒
宣
言

(
訓
練
)
を
発
令
し
、

午
前
九
時
五
分
ご
ろ
防
災
無
線

で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

火
災
な
ど
と
お
間
違
え
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

津
波
対
策
訓
練
は

同
じ
く
九
月

一
日
(月
)午
前

十

一
時
か
ら
、
な
で
し
こ
地
区

を
対
象
に
津
波
対
策
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。
想
定
は
「
午
前
十

一
時
、
駿
河
湾
を
震
源
域
と
す

る
東
海
地
震
が
発
生
。
十

一
時

五
分
、
津
波
瞥
報
が
発
令
さ
れ

た
」
で
す
。

な
で
し
こ
地
区
の
み
な
さ
ん

は
、
な
で
し
こ
小
学
校
に
避
難

す
る
訓
練
を
し
て
く
だ
さ
い

0

.
担

当

消

防
本
部
防
災
課

(内
線
1
4
3)

今年の七夕まつりに国際色韮まかな飾り

が 出 現 し 、 観 光 客 の 目 を 引 き ま し た。 出

品 したのは平塚市国際交流協会のみなさ

んです。 取材は脇由紀子さ ん(西八幡)

国際交流協会が竹飾りを平
塚
市
国
際
交
流
協
会
が
今

年
初
め
て
七
夕
飾
り
を
作
り
、

全
市
の
部
で
入
選
、
夜
景
の
部

で
準
入
選
に
輝
き
ま
し
た
。

同
協
会
は
市
民
レ
ベ
ル
の
国

際
交
流
を
推
し
進
め
よ
う
と
平

成
六
年
四
月
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
会
只
の
み
な
さ
ん
は
姉
妹

都
市
で
あ
る
米
国
カ
ン
ザ
ス
州

ロ
ー
レ
ン
ス
市
と
の
究
流
、
市

内
在
住
外
国
人
の
た
め
の
日
本

語
教
室
の
開
催
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
受
け
入
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
竹
飾
り
に
つ
い
て
会

貝
の
小
川
周
子
さ
ん
、

中
野
恋

子
さ
ん
、
寺
井
裕
子
さ
ん
に
経

緯
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
同
協
会
の
理
事

で
も
あ
る
滝
口
カ
バ
ン
の
滝
口

社
長
の

「出
品
し
て
み
て
は
ど

う
か
」
と
の
一言
葉
だ
そ
う
で
す
。

さ
っ
そ
く
七
夕
ま
つ
り
実
行
委

員
会
に
相
談
し
、
商
庖
会
の
了

解
を
得
て
今
年
の
五
月
末
に
企

画
、
六
月
か
ら
作
り
始
め
ま
し
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た
。
作
品
は
、
カ
ン
ザ
ス
州
が

舞
台
の

「オ
ズ
の
魔
法
使
い
」

と
、
カ
ン
ザ
ス
大
学
の
マ
ス
コ

ッ
ト

「
ジ
ェ
イ
・
ホ
l
ク
」
に

決
定
。
七
夕
見
物
の
外
国
人
に
、

来
て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ

う
願
い
を
込
め
て
作
っ
た
そ
う

で
す
。小

川
さ
ん
は

「無
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
。
土

・
日
曜
日
を
返
上

し
、
人
形
の
洋
服
を
持
ち
寄
る

な
ど
、
み
ん
な
で
分
担
し
楽
し

み
な
が
ら
作
業
で
き
た
。
滝
口

さ
ん
か
ら
は
ア
ド
バ
イ
ス
の
ほ

か
、
材
料
や
場
所
の
提
供
も
受

け
た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
中

野
さ
ん
は

「神
奈
川
大
学
に
留

学
中
の
カ
ン
ザ
ス
大
の
学
生、

日
本
語
教
室
に
通
う
外
国
人
の

方
に
も
短
冊
で
参
加
し
て
も
ら

っ
た
。
短
冊
に
は
世
界
平
和
を

願
つ
も
の
が
多
か
っ
た
。
平
和

だ
か
ら
日
本
に
来
ら
れ
た
ん
だ
、

と
い
う
感
慨
が
込
め
ら
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
多
く
の
在
住
外

国
人
の
方
に
喜
ん
で
も
ら
い
う

れ
し
い
」
。
寺
井
さ
ん
は
「
七
夕

が
こ
ん
な
に
楽
し
か
っ
た
の
は

初
め
て
。
参
加
し
て
こ
そ
の
祭

り
で
す
ね
」
と
そ
れ
ぞ
れ
語
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
親
善
に
役
立
ち
、
七
夕

ま
つ
り
に
市
民
参
加
を
、
と
の

試
み
を
成
功
さ
せ
た
喜
び
と
感

動
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 コツコツと手作り作業する会員のみなさん
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平成9年8月15日

ーお
古隻
負司
恒り

蓋2
か、 E

m 療

お要
りり
ま
ヨゥ

老
人
保
健
法
の

一
部
改
正
に
伴
っ

て
、
九
月

一
日
か
ら
七
十
成
以
上
の

お
年
寄
り
(
寝
た
き
り
等
の
場
合
は

六
十
五
歳
以
上
)
の
医
療
費
の

一
部

負
担
金
が
変
わ
り
ま
す
。
主
な
変
更

内
容
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
平
塚
市
で
実
施
し
て
い
る

老
人
医
療
(
六
十
八
歳
、
六
十
九
患

の
助
成
制
度
の

一
部
負
担
金
も
、
九

月

一
日
か
ら
老
人
保
健
法
と
同
じ
金

額
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、

保
険
年
金
課
小
児
老

人
医
療
係

(内
線
2
5
6)
に
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老人保健法一部改正の主な内容

現行 改 正後

外来一部 1か月1.020円 1日500円 (同一医療機関

負担金 (同一医療機 ごとに1か月4回限度)

関ごとに)

入院一部 1日710円 1日1.000円 (平成10年度

負担金 は1.100円に、問11年度は

1，200円に引き上げ)

外来の薬 なし 内服薬1日分につき1種類

~J にかか 0円、 2-3種類30円、4-5

る負担金 種類60円、6種類以上100

円 汐4用薬等も負担あり)

い
場
合
は
、
九
月
十
五
日
か
ら
十
二

月
十
四
日
ま
で
の
聞
に
神
崇
川
中
央

交
通

(株
)
駅
前
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
ま
た
は
田
村
に
あ
る
平
塚
営
業

所
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課

(内
線
2
1
9
)

平
成
八
年
度
の
ご
み

処
理
状
況
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
市
内
で
の
ご

み
の
排
出
量
は
、
前
年

比
三
%
増
の
八
万
三
千

四
百
八
ト
ン
で
し
た
。
こ

れ
を
市
民

一
人
あ
た
り

に
す
る
と

一
日
約
九
百

4
に
も
な
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
、
資

源
化
に
努
め
る
と
と
も

に、

一
人
一
人
が
生
活

ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て

「ご
み
を
生
み
出
さ
な

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

-
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
の
問
題
は
、

全
国
的
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
塚
市
に
お
い
て
も
、
河
川
や

山
林
な
ど
へ
の
不
法
投
棄
が
増
え
て

い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
法
律
が

改
正
さ
れ
、
不
法
投
棄
に
は
最
高

一

億
円
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
も
し
不
法
投
棄
を
見

か
け
た
ら
、
瞥
察
ま
た
は
環
境
衛
生

管
理
課
へ
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
衛
生
管
理

課

(内
線
2
4
0)

タ
イ
オ
キ
シ
ン

の
測
定
結
果

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
人
体
へ
の
影
響

敬
老
祝
い
金
を

長
寿
を
お
祝
い
し
て

「敬
老
祝
い

金
」
を
お
贈
り
し
ま
す
。
お
祝
い
金

は
民
生
委
員
が
九
月
初
旬
か
ら
ご
家

庭
等
を
訪
問
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。

今
年
の
対
象
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
何
歳
(
喜
寿
)
大
正
8
年
9
月

口
日
1
9年
9
月
時
日
の
問
に
生
ま

れ
た
方
(三
千
円
)

マ
加
歳
(
傘
寿
)
大
正
5
年
9
月

口
日
1
6年
9
月
日
日
の
聞
に
生
ま

れ
た
方
(
五
千
円
)

マ
朗
歳

(
米
寿
)

明
治
制
年
9
月

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
主
な
発
生
源
は
「
ご
み
焼

却
」
に
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
全
国

に
約
二
千
あ
る
ご
み
焼
却
施
設
の
調

査

・
規
制
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
大
神
環
境
衛
生
セ
ン
タ

ー
ご
み
焼
却
施
設
の
排
出
ガ
ス
に
含

ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
拙
近
の

測
定
結
m
m
(
左
表
)
を
公
表
し
ま

す。
市
で
は
大
幅
な
施
設
改
普
を
行
い

国
の
恒
久
対
策
基
準

(
一
ナ
ノ
4
以

下
)
に
あ
っ
た
肺
設
に
し
て
い
き
ま

す。マ
問
い
合
わ
せ
先
大
神
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
宮

(臼
)
6
6
1
5

測定年月日 測定値 測定炉

平成8年11月5日 33 2号炉

平成8年11月19日 23 3号炉

平成9年1月21日 22 1号:炉

※
厚
生
省
が
緊
急
に
対
策
を
購
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
基
準
は

包
口
勾
叶
同
心
¥Z
旦

〈排
出
ガ
ス
1

d
あ
た
り
加
ナ
ノ
4
(
1
ナ
ノ
4

は
叩
億
分
の

1
4
)
〉
以
上
と
な

っ
て
い
ま
す

げ
日
i
m悩年
9
月
団
自
の
聞
に
生
ま

れ
た
方
(
五
千
円
)

マ
卯
歳

(卒
寿
)

明
治
犯
年
9
月

げ
日
1
ω
年
9
月
時
日
の
聞
に
生
ま

れ
た
方

(一

万
円
)

マ
鈎
歳
(
白
寿
)
明
治
初
年
9
月

口
B
i
訂
年
9
月
日
日
の
聞
に
生
ま

れ
た
方

(一

万
円
)

マ
百
歳
以
上
明
治
初
年
9
月
刊
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
(
五
万
円
)

※
県
の
祝
い
金
の
対
象
は
、
行
歳
、

部
歳
、

ω歳
、
百
歳
の
方
の
み
で
す

O
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課

(
内
線
2
1
1
)

「
夏
型
」
の
交
通
事

故
を
防
止
し
よ
う

市
内
で
は
、
今
年
既
に
十
五
件
の

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
十
六
人

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す

(八

月
六
日
現
在
)
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
毎
年

夏
休
み
に
は
、
レ
ジ
ャ
ー
型
交
通
や

解
放
感
に
よ
る
過
労
・
無
謀
運
転
が

増
え
、
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
究

「耳
型
」
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

特
に
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
海
や
山
へ
の
レ
ジ
ャ
ー
は
時
間
に

余
裕
の
あ
る
計
画
を
立
て
て
、
過
労

運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

マ
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
徐
行
や

一

時
停
止
を
す
る
な
ど

「思
い
や
り
の

あ
る
運
転
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

マ
バ
イ
ク
に
来
る
と
き
は
安
全
な
服

装
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
か
ぶ

り
ま
し
ょ
う

。
。

七
月
十
五
日
号
に
掲
徹
し
た

「互

の
求
通
事
故
を
防
ご
う
」
の
記
事
中

の
求
通
死
亡
事
故
の
原
因
に
適
切
で

な
い
表
現
が
あ
り
ま
し
た
。
死
亡
事

故
十
五
件
(
八
月
六
日
現
在
)
の
主

な
原
因
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
自
動
車
の
安
全
不
確
認
・
信
号
無

視
・
前
方
不
注
視
な
ど
に
よ
る
事
故

・
:
ロ
件
、

バ
イ
ク
の
前
方
不
注
視
な

ど
に
よ
る
事
故
・
・
・
3
件

。
泊
喜
一

交
通
安
全
課
(
内
線
6
4
0
)

児
童
基
嚢
軍
当
・
嶋
田
出
ん
童
基
蚕
王
当
一

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

単位ng-TEQ川ぱ

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
こ
の
時
期
に
現
況
(
所
得
状
況
)

届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
な
い
と
八
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
提
出
期
限

9
月
刊
日
(
水
)

マ
提
出
場
所
児
童
福
祉
課
児
童
係

な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は
手
当

を
受
け
る
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
児
童
福
祉
課
児

童
係
(
内
線
2
1
6
)
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

-
児
童
扶
養
手
当

マ
対
象
母
子
世
帯
等
で
日
成
に
逮

す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
白
日
ま

で
の
間
に
あ
る
児
童
(
中
度
以
上
の

障
害
が
あ
る
場
合
は
却
歳
未
満
の
児

童
)
を
扶
養
し
て
い
る
方
(
公
的
年

金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
除
く
)

マ
支
給
額
児
並
1
人
の
場
合
は
月

額
四
万

一
千
三
百
九
十
円
、

2
人
の

場
合
は
四
万
六
千
三
百
九
十
円
、
三

人
目
以
降
は
1
人
に
つ
き
三
千
円
を

加
算

-
特
別
児
童
扶
養
手
当

マ
対
象
身
体
ま
た
は
精
神
に
中
度

以
上
の
陣
容
の
あ
る
却
歳
未
満
の
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
盤
育
し
て
い

る
方

マ
支
給
額
重
度
障
害
児
は
1
人
に

つ
き
月
額
五
万
三
百
五
十
円
、
中
度

障
害
児
は
1
人
に
つ
き
三
万
三
千
五

百
三
十
円

平塚市職員ーの募集広聴パトロール同ムの提案コーナーJ
あなたの「声Jを聴かせてください

みなさんのご意見・ご要望をお聴きし、市政に辰映させるため、広報広

聴課の職員が地区公民館を訪問する「広聴パトロールJを実施していま

す。昨年度は、まちづくりへのご意見などを、 265件いただきました。今

年の日程は次のとおりです。ぜひ、あなたの「声Jを聴かせてください。

.栄養士・・・・・・・・・1名程度
。 受験資格 昭和42年4月2日 以 降

に生まれた人で、申し込み時に

管理栄義士の資格を有する人、ま

たは平成10年6月までに資格取得

見 込 み の 人

.保健婦(士)…2名程度
。 受験資格 昭和42年 4月2日以降

に生まれた人で、申し込み時に

保他焔(士)の資格を有する人、ま

たは平成10年3月までに資格取得

見込みの人

。 申 し込み方法 (共通)

市役所3階職員謀にある所定の申込舎に必要事項を記入して、 8月15

日から9月5日までの聞に、本人が直接職員棋に提出してください。 1

次試験は9月13日に実施 します。採用予定日は平成10年4月1日です。

。 問い合わせ先職員課 (内線321)

城島公民館

岡崎公民館

富士見公民館

大野公民館

須賀公民館

花水公民館

+ 8月20日(水)19時-21時・8月21日(木)19時-21時
+ 9月 2日(火)19時-21時

+ 9月25日〈木)19時-21時・9月26日(金)19時-21時・9月30日(火)19時-21時

※ 10月以降の予定については広報ひらつか9月 15日号でお知うせします。

O問い合わせ先 広報広聴課広聴担当 (内線355)

。清掃し尿従量手数料(第5期)

。公共下水道使用料 (第5期)

。市県民税 (第2期)

0国民健康保険税(第3期)

0国民年金保険料(第5期)

8月納期の市税・手数料
納期最終日 9月1日(月)



図

「
か
な
が
わ

・
ゆ
め
国
体
」
の
秋

季
大
会
は
、
平
成
十
年
十
月
二
十
四

日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
平
塚
市
で
は
、
高
校
野
球
〔
硬

式
)
、
テ
ニ
ス
、
自
転
車
(
ト
ラ
ッ

ク
)
、
卓
球
の
四
種
目
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

こ
の
国
体
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も

に
、
全
国
か
ら
平
塚
市
を
訪
れ
る
み

な
さ
ん
へ
の
歓
迎
の
気
持
ち
を
表
す

標
語
を
作
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。

二
百
四
点
の
応
募
作
品
か
ら
「
最
優

秀
」
に
は
滝
沢
市
葉
子
さ
ん
(
翠
平
)

の
作
品

「
光
と
風
と
ひ
ら
つ
か
と

姉
く
汗
に
ゆ
め
の
せ
て
」
が
遊
ば

れ
ま
し
た
。

今
後
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
掲

載
さ
れ
、
平
塚
市
で
の
国
体
を
特
発

し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
そ
の
ほ
か

「優
秀
」「
入

選
」
に
選
ば
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。
(
敬
称
略
)

マ
優
秀
山
内
直
次
(
徳
延
)
、
橘

川
奈
樟
子
(
夕
陽
ケ
丘
)
、
上
村
記

代
子
(
整
平
)

マ
入
選
田
中
良
平
(
出
縄
)、
佐
々

木
宣
子
(
中
原
)
、
藤
田
康
子
(
南

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
ロ
講
座

受
講
生
を
募
集

第605号 (1日・15日発行)広報ひ5っか

十
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
開
購
さ

れ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
十
二
帥
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

講
座
は
い
ず
れ
も
毎
月
二
回
(
全

十
二
回
)
で
、
受
鵡
料
は

一
万
四
千

四
百
円
(
教
材
資
別
)
。
会
場
は
市

民
セ
ン
タ
ー
二
階
の
「
ひ
ら
つ
か
カ 日本薗入門講座で

ル
チ
ャ
l
教
室
」
で
す
。

お
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
希
望

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
屯

話
番
号
を
記
入
し
て
、
市
民
セ
ン
タ

ー
事
務
局
(
〒
加
平
塚
市
見
附
町
日

|
1
)
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す。

av講
座
、

講
師
、
曜
日
、
時
間
(
午

前
は
叩
時
1
正
午

・
午
後
は
1
時
加

分
1
3時
却
分
)
、
募
集
人
数

マ
平
壕
歴
史
散
歩
、
丸
井
浩
、
第

2
・
第
4
土
、
午
後
、
口
人

マ
日
本
画
入
門
、
井
出
文
洋
、
第

1・

第
3
土
、
午
後
、
日
人

マ
中
国
書
道
、
高
山
畦
苧
、
第
1
・

節
3
日
、
午
前
、
白
人

お
り
で
す
。
高
校
野
球
と
卓
球
は
十

一
月
に
開
催
し
ま
す
。

-
自
転
車
競
技

(第
詑
回
全
国
都
道

府
県
対
抗
自
転
単
競
技
大
会
)

い
よ
い
よ
来
年
に
迫
っ
た

「か

な

マ

日

程

8
月
M
日
1
お
日

が
わ

・
ゆ
め
国
体
」。

平
塚
市
で
は
、

マ
会
場
平
塚
競
輪
場

(ト
ラ
ッ
ク

四
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
本
大
競
技
)

会
と
同
じ
施
設
を
利
用
し
て
開
催
し
※
前
川
村

(ロ
l
ド
競
技

-nロ
ー

ま
す
。

お
日
)
と
共
同
開
催

自
転
車
競
技
と
、
テ
ニ
ス
競
技
の

.
テ
ニ
ス
競
技

(第
ロ
団
関
東
実
業

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
日
程
は
次
の
と
団
対
抗
テ
ニ
ス
リ
ー
グ
戦
)

原)、

三
浦
利
江
(
河
内
)
、
今
井
哲

二

(
盆
原
町
)

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

川
河
列
囲
蒸
入
門
教
室
が

「ル

i
ル
は
覚
え
て
い
る
け
れ
ど

実
戦
経
験
が
少
な
く
て
・:
」
。
そ
ん

な
あ
な
た
を
対
象
に

「パ
ワ
l
ア
ツ

マ
藤
工
芸
、
高
橋
や
す
子
、
第
1
・

第
3
火
、
午
前
、
日
人

マ
実
用
木
彫
、
小
沢
陽
子
、
第
1
・

第
3
金
、
午
後
、
国
人

マ
木
版
画
入
門
、
限内側
口先
、
第
1
・

m3土
、
午
後
、
日
人

マ
円
空
一

万
彫
入
門
、
山
田
匠
林
、

第
2
・
第
4
日
、
午
前
、
日
人

マ
手
編
教
室
、
大
矢
野
佳
子
、
第

2
・
第
4
土
、
午
前
、

げ
人

マ
パ
ン
の
花
ル
ナ
フ
ロ
ー
ラ、

勝
俣

和
子
、
第
1
・第
3
金
、
午
前
、
日
人

マ
暮
ら
し
に
役
立
つ
ハ
l
ブ
、
長
谷

川
需
品諜
賓
第
2
・
第
4
木
、
午
後
、

白
人

マ
や
さ
し
い
手
編
教
室
、

津
田
久
仁

代
、
第
1
・
第
3
土
、
午
前
、
国
人

マ
ト
l
ル
&
ス
テ
ン
シ
ル
、
笠
野
ゆ

り
子
、
第
2
・的
4
木
、
午
前
、
同
人

.
問
い
合
わ
せ
先

市
民
セ
ン
タ
ー

宮

(詑
)
2
2
3
5

プ
聞
碁
入
門
教
室
実
戦
編
」
を
聞
き

ま
す
。

日
程
は
九
月
六
日
、
十
一一一
目、

二

十
円
、

二
十
七
日

(い
ず
れ
も
土
附

日
)
の
金
問
問
、
時
間
は
午
後

一
時

三
十
分
か
ら
四
時
三
十
分
ま
で
。
会

場
は
中
央
公
民
館
三
階
和
釜
で
す
。

お
申
し
込
み
は
、
屯
話
で
文
化
行

政
推
進
室

(内
線
6
7
3
)
へ
。
定

員
は
先
着
順
に
三
十
人
で
す
。

こ
ど
も
音
楽
教
室

九
月
六
日
か
ら
十
二
月
十
三
日
ま

で
の
毎
週
土
暇
日
(
全
十
四
回
)
、
午

後
四
時
か
ら
五
時
ま
で
、
背
少
年
会

館
で

「
こ
ど
も
背
楽
教
室
」
が
聞
か

れ
ま
す
。

内
谷
は
コ
ー
ラ
ス
と
リ
ト
ミ
ツ
ク

で
、
レ
ッ
ス
ン
は
簡
単
な
体
操
、
発

声
、
歌
唱
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象
は
小
学
生
で
、
定
只
は
先
荊

順
に
三
十
人
で
す
。
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
申
し
込
み
方
法

電
話
で
青
少
年

会
館
宮

(詑
)
7
0
2
9
へ

平
和
灯
ろ
う
流
し

今
年
も
、
平
和
推
進
部
・撲
の

一
環

と
し
て
、

「平
和
灯
ろ
う
流
し
」
を

行
い
ま
す
。

会
場
で
は
「
す
い
と
ん
」
の
試
食

会
や
平
和
映
画
会
も
聞
か
れ
ま
す
。

灯
ろ
う
は
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
の

マ
日
程

9
月
5
日
i
7日

マ
会
場
桃
浜
町
庭
球
場
、
総
合
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

※
桃
浜
町
庭
球
場
に
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
市
中
で
来
場
さ
れ
る

方
は
湘
尚
海
岸
公
園
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
同
駐
車
場
か
ら
会
場

ま
で
は
初
分
間
隔
で
無
料
シ
ャ
ト
ル

パ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す

。
問
い
合
わ
せ
先

国
体
事
務
局

(
内
線
1
5
2
)

で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

8
月
日
日
(土
)午
後
6
時

加
分
1
8時

マ
会
場
金
白
川
観
音
橋
下
の
河
原

マ
抑
E

総
務
課

(内
線
7
8
3)

コE
」
第

6
号
を
発
行

情
報
誌

「豆」

第
六
号
が
八
月
末

に
発
行
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
特
集
は

「女
の
言
い
分
、

男
の
言
い
分
」
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
の

「言
い
分
」
を
取

材
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
日
ご

ろ
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
す
ば
り
代

弁
さ
れ
て
い
る
か
も
:
:
:。

「豆
」
は
市
役
所
や
各
地
区
公
民

館
、
郵
便
局
や
金
融
機
関
に
世
い
で

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
表
紙
の
写
真
や
「
一足
」
に

対
す
る
ご
意
凡
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

女
性
行
政
推
進

宴

(平
塚
市
宝
町
3
1
1
M
Nピ
ル

叩
階

・宮
幻
|
7
5
0
0
)

市
展
の
入
賞
者

を
紹
介
し
ま
す

第
二
十
回
平
塚
市
展
の
入
賞
作
品

が
決
ま
り
ま
し
た
。
部
門
別
の
主
な

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略
)

マ
写
真

出
品
百
七
十
七
点

・
市
展
大
賞
氏
家
勝
男
、
市
長
賞

平
田
利
政
、
市
議
会
議
長
賞
笹
尾

敏
子

市
曽
住
宅

9
月
の

入
居
者
募
集
は

市
営
住
宅
の
F
吉
家
に
入
居
を
希

望
さ
れ
る
方
を
、
六
月
、
九
月
、
十

二
月
の
年
三
回
募
集
し
て
い
ま
す
。

九
月
の
申
し
込
み
は
、
九
月
八
日

(月
)
、
九
日
(火
)、
十
日
(水
)
の
一一一

日
間
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
、
市
役
所
B
会
議
室
で
受
け
付
け

ま
す
。
申
し
込
み
は

一
世
帯
に
つ
き

一
住
宅
に
限
り
、
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

マ
主
な
入
居
資
格

①
市
民
と
な
り

引
き
続
き
1
年
以
上
経
過
し
て
い
る

②
夫
婦
(
婚
約
者
を
含
む
)
ま
た
は

親
子
を
主
体
と
し
た
家
族
で
あ
る
③

現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
④
収
入
が

鵬

首

③

民
税
等
の
滞
納
が
な
い

募
集
住
宅
の
間
取
り
な
ど
に
つ
い

て
は
、
市
役
所

一
附
受
付
窓
口

・
凹

階
建
築
棟
、
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ

ー

(M
Nビ
ル
十
階
)
、
お
よ
び
各

公
民
館
で
お
配
り
し
て
い
る

「募
集

の
し
お
り
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

0
9
月
の
入
居
者
募
集
住
宅

マ
岡
崎

1
種
2
戸、

2
種
1
戸

マ
龍
城
ケ
丘

1
種
1
戸

マ
来
中
原

1
種

(一

般
枠
)
6
戸
、

1
祖
(
催
地
枠
)
1
戸
、
2
粧
1
戸

マ
田
村
相
竹

1
種
2
戸、

2
種
1

戸

(半
分
者
枠
)

マ
宮
の
前

1
極
2
戸

マ
虹
ケ
浜
西

2
磁
1
戸

。
問
い
合
わ
せ
先

建
築
課
住
宅
係

(内
線
4
6
4)

マ
書
道

出
品
位
点

・
市
展
大
賞
玉
崎
葉
光
、
市
長
賞

青
木
香
雲
、
市
議
会
議
長
武
田
湖

符
好

マ
工
芸

出口問
卯
点

・
市
農
大
賞
狩
野
サ
キ
ヱ
、
市
長

件
以
乃
木
吉
之
、
市
鍛
会
鵠
長
件
以

藤
田
迷
子

マ
絵
画
・
彫
刻

出
品
百
十

一
点

・
市
民
大
賞
四
方
回
徹
子
、
市
長

公

横

地
光
、
市
議
会
職
長
賞

伊

藤
美
代

我が家の防災対策を確認く連載⑫>

ぐらつと地震!
立んなと走はどる;する?

イベC，ト用面をご利用くだウν
台所にいたら…・

すぐに火をmすこ とができる

ときは:k.σコk台升ミを。

ただし、大きな揺れの場合は

身を守ることが先決です。テー

プルの下 にもぐり、おぼんや鍋、

ク ッショ ンなどで顕を保護しま

しょう 。

揺れがおさま ったら火の始末

をしましょう 。罪名t易・によるやけ

どや食器棚などからの落下物に

も注意してくださu、。
。担 当 防災課(内線143)

地域で聞かれる機h な行事を感り上げるため、イベント用品を貸し出し

ています。使用料は無料で、 5日閉まで利用できます(巡搬は利用団体で)。

1>貸し出す周品 綿楽子機、ポップコー ン

機、かき氷機、おでん鍋、焼きそば台、

焼きもの様、発電機、 ワイヤレスマイク ・

アンプ、 テ ント、紅白本

1>対象 自治会 、子ども会 など

. 先行予約を受け付け

10月から来年3月までの先行予約の申し

込みを8月29日まで受け付けます。 ただし、

希望日が霊なった場合は抽選(抽選日以降

は先約順)となります。

1>抽選日時 9月3日午後1時30分一

1>申し込み先 地域づく り課(内線263)

みなさんの家庭から出されている「燃せるごみ」を調べてみると、中身の約半

分は水分となっています。水分の多いごみの処理には、運搬や焼却に余計な経費

がかかります。特に毎年7月、 8月は、水分を含んだ生ごみが多く出されます。

と、みを出す前に「もうひとしぼり」水分を切り、ごみ減震にご協力ください。

生ごみの水切りを~ごみの半分は水分です~
問い合わせ先 環境衛生業務課(内線239)



/特集¥
電話23・1111・35・1111平壊市役所

回

地
震
が
起
き
る
前

J

に
や
っ
て
お
ぐ
と
と
は

平成9年8月15日

識
が

占

検

地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
家
具
な

ど
の
転
倒
防
止
対
策
は
し
て
あ
り
ま
す
か
。
非
常
持
ち
出
し
昂
の
準
備
は
万
全
で
す

か
。
家
族
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
と
き
の
連
緒
方
法
や
集
合
場
所
は
決
め
て
あ
り
ま

す
か
:
:
:
。
被
害
を
最
小
限
に
由
民
い
止
め
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の
備
え
と
冷
静
な

行
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
今
す
ぐ
総
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
族
で
防
災
会
議
を

家
の
内
外
の
安
全
対
策
を

大
地
震
の
発
生
に
備
え
、
ふ

だ
ん
か
ら
家
族
で
次
の
こ
と
を

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

0

.
話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト

安
ゑ
の
中
で
ど
こ
が

一
番
安
全

カ③
チ
ど
も
や
お
年
寄
り
の
避
難

は
だ
れ
が
武
任
を
持
っ
か

③
避
難
す
る
と
き
だ
れ
が
何
を

持
ち
出
す
か

⑤
避
難
場
所
・

経
路
の
碓
認

⑤
家
族
問
の
連
絡
方
法
と
最
終

的
に
落
ち
合
う
場
所
は
ど
こ
か

a-
家
具
の
転
倒
防
止
を

火
災
や
津
波
と
い

っ
た
二
次

災
害
を
除
け
ば
、
地
震
で
亡
く

な
る
方
は
建
物
や
家
財
道
具
の

下
敷
き
に
な
る
ケ
l
ス
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
阪
神

・
淡
路
大
鹿

災
で
は
「
テ
レ
ビ
や
タ
ン
ス
が

飛
ん
で
き
た
」

「ピ
ア
ノ
が
控
を

破
っ
て
隣
の
部
屋
に
飛
び
込
ん

で
き
た
」
な
ど
の
例
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

家
具
に
は
転
倒
防
止
対
策
を

% 皐
a5.9T、

家庭での地震対策はできていますか?

57.1 

51.6 

45.9 

48.3 

ふろの水のため置き

持母得ラジオ(FM放送が聞け
る)
機宇野ラジオ(FM放送が聞け
草位

消火器の設置

非常の際の家族との連絡方法

皇盗塾

家具の転倒j防止

非常用の食料ー飲料水の備笛

地減の避難場所の確認

救急医薬品の用意

懐中篭灯の用意

質密晶の保管

施
す
と
と
も
に
、
中
の
物
が
飛

び
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
タ
ン
ス
や

棚
の
上
に
は
重
い
も
の
や
人
形

ケ
l
ス
な
ど
の
ガ
ラ
ス
却
は
位

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

.
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
と
照
明

器
具
の
固
定

窓
ガ
ラ
ス
や
戸
棚
の
ガ
ラ
ス

に
は
「
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
」

を
は
り
、
照
明
器
具
は
落
ち
て

こ
な
い
よ
う
固
定
し
て
お
き
ま

避難用のはしとやロープ

窓ガラスの飛徴防止

建物の耐震診断

ブロック塀の補強や改修

特にtd.い

その他

し
ょ
、
つ
。

ま
た
、
割
れ
た
と
き
の
こ
と

を
考
え
て
、
厚
手
の
ス
リ
ッ
パ

を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

0

.
家
の
周
り
の
安
全
対
策
も

昭
和
五
十
三
年
の
宮
城
県
沖

地
震
で
は
、
プ
ロ
ッ
ク
塀
や
石

垣、

門
柱
な
ど
の
下
敷
き
に
な

り
多
く
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
日
ご
ろ
か
ら
家
の
周
り
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
点
検
す
る

と
と
も
に
、
補
強
な
ど
の
対
策

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消
火
用
具
は
す
ぐ

使
え
る
と
こ
ろ
に

延
焼
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
は
初

期
消
火
で
す
。
消
火
器
な
ど
は

使
い
や
す
い
と
こ
ろ
に
世
く
と

と
も
に
、
浴
相
に
は
常
に
水
を

は
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

お
近
く
の
街
頭
消
火
器
(
市
内

に
約
六
千
本
設
置
)
の
位
置
も

確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

防
災
訓
練
に

参
加
し
よ
う

阪
神

・
淡
路
大
展
災
で
は
、

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
活
動
が
被

事
常
持
ち
出
し
口
聞
は

(平成8年度平忠市住民実態調配結果報告書による)

-

一
次
持
ち
出
し
品
・:
す
ぐ
に

持
ち
出
せ
る
よ
う
に
、
あ
ら
か

じ
め
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
つ
め
て

お
き
ま
し
ょ
う

マ
立
杭
um
-
-現
金
、
預
金
通
帳
、

保
険
証
、
免
許
班
な
ど

マ
ラ
ジ
オ
・
:
屯
池
式
で
A
M
-

F
M
両
方
聞
け
る
も
の
を

マ
懐
中
電
灯
・
:
出
来
れ
ば
一
人

に
一
つ
、
予
備
の
屯
池
も

マ
非
常
食
品
・
・
・
カ
ン
パ
ン
や
缶

詰
な
ど
火
を
通
さ
な
く
て
も
食

べ
ら
れ
る
も
の
。
缶
切
り
、
佳

抜
き
も
忘
れ
ず
に

マ
応
急
医
薬
品

マ
そ
の
他
・・・下着
や
上
着
な
ど

の
衣
類
、
タ
オ
ル
、
テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
雨
具
、
軍
手
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
マ

ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
、

洗

面
具
、

生
型
用
品
な
ど

-
二
次
持
ち
出
し
品
:
・
救
援
物

資
が
届
く
ま
で
、
最
低
三
日
間

は
自
活
で
き
る
よ
う
に
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
食
品
類
は

賞
味
期
限
を
定
期
的
に
点
検
し

て
お
き
ま
し
ょ
う

マ
食
料
・
・
米
や
簡
単
な
調
理
で

食
べ
ら
れ
る
食
品

マ
飲
料
水
---1人
1
日
3
Q
が

白
安
。
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
で
保

存
し
て
お
く

マ
燃
料
・
:日以
上
コ
ン
ロ
や
凶
形

h
p

、、Ir

品応挙
・
こ
ん
な
も
の
も
必
要
で
す

マ
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
場
合
・-ほ

乳
び
ん
や
粉
ミ
ル
ク
、
離
乳
食
、

紙
お
む
つ
な
ど

マ
お
年
寄
り
が
い
る
場
合
:
・予

備
の
眼
鏡
、
入
れ
歯
、
補
聴
器

な
と

マ
避
難
コ

1
ス
は
ガ
ラ
ス
の
破

片
や
が
れ
き
な
ど
で
危
険
が

一

杯
で
す
。
ス
リ
ッ
パ
や
靴
も
忘

れ
ず
に

マ
そ
の
他
・
:
ガ
ム
テ
1
プ
、
ロ

ー
プ
、
マ
ス
ク
、
さ
ら
し
な
ど

阪
神
・

淡
路
大

震
災
に
学
ぶ

阪
神

・
淡
路
大
混
災
で
は
、

身
近
に
あ
る
次
の
よ
う
な
も
の

中世の
拡
大
を
防
ぐ
の
に
大
き
く

役
立
ち
ま
し
た
。

災
出品同
時
に
頼
り
に
な
る
の
は

家
族
や
隣
近
所
の
人
々
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
と
と

も
に
、
防
災
訓
仙
怖
を
は
じ
め
と

す
る
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

が
役
に
立
ち
ま
し
た
。

マ
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

食
器
の
汚
れ
を
ふ

い
た
り、

タ
オ
ル
の
代
わ
り
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。

マ
ビ
ニ
ー
ル
袋

大島
C

な
袋
は
中
央
に
穴
を
開

け
、
凶
か
ら
か
ぶ
る
と
レ
イ
ン

コ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

水
を
迎
ん
だ
り
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
の
中
に
重
ね
て
簡
易
ト
イ
レ

に
し
た
り
で
き
ま
す
。

マ
ラ
ッ
プ

食
探
に
か
ぶ
せ
て
使
い
、
食

後
に
ラ
ッ
プ
を
外
せ
ば
洗
わ
な

く
て
す
み
ま
す
。
水
や
皿
が
な

い
と
き
に
便
利
で
す
。

マ
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ッ
シ
ュ

水
が
な
い
と
き
に
顔
や
手
を

ふ
い
た
り
、

ガ
ー
ゼ
の
代
わ
り

と
し
て
使
っ
た
り
で
き
ま
す
。

マ
パ
l
ル
ム
ン
ャ
ッ
キ

倒
れ
た
家
か
ら
人
を
助
け
出

す
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

マ
バ
イ
ク
・
自
転
車

混
乱
す
る
道
路
状
況
の
中
で、

機
動
力
を
発
部
し
ま
す
。

※
担
当
消
防
本
部
防
災
課

(内
総
3
5
7
)

昨年の防災訓練で

青少年相談室
(市民センター2階)

ft34-7311 
至平塚駅

-毎週月~金曜日 9時-16時

。悩みごとは「ヤングテ レホン」

宮 33-7830 (ミミでナヤミナシ)

毎週月~金l曜日9時-18時30分

(土曜日は13時-18時30分)

子育て相談室

中央
福祉会館 公民館

~~、口
セも
ン教
タ宵

市民
センター

市民相談室
(市役所 1階)

ft23-1111内線293

分-17時

。ボランティア

時30分-17時

。結婚 毎週日曜日 10時-15時(第

3日暇円は除く )

。母子毎週月~金曜日 911寺-16時

。家庭児童毎週月~金陥日 9時~

16時

。婦人 9月11日(木)10時-15時

。高齢者職業毎週月~金曜日 9時

30分-16時

。来所毎週月~金曜日10時-17時

。電話毎週月~土曜日 9時-17時

(第 2・第4土曜日を除く )

-毎週月~木曜日 9時30分-16時

(木曜日 は12時まで)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

ft36-6013 

子育て相談室
(須賀保育園2階)

ft21-7639 

毎週月~金曜日 8

もしもし健康相談
(保健センター)

ft34-1221 

国道134号

。手話案内

30分

。建築設計・耐震 10月13日(月)、

11月10日(月)13時-16時

く〉高年齢者職業 9月4日(木)、 10

月2日(木)9時-121時

。一般市民毎週月~金曜日 9時~

16時

毎週金晦日 9時-12時

福祉会館

ft33-2333 

。専門 (法律・金融 ・住宅 ・保健医

療、いずれも予約制) 9月11日

(木)13時30分-15時30分

。生活支援毎週月~金l曜日 8時30

。人権 8月19日(火)、 9月 2日

(火)、 9月16日(火)13時-16時

。行政 8月19日(火)、 9月16日

(火)、10月21日(火)13時-16時

。一般法律 (予約制)9月3日(水)、

9月10日(水)13時-16時

。登記・供託・測量 9月12日(金)、

11月14日(金)13時-16時

。住宅 (新 ・改築) 8月19日(火)、

9月16日(火)131時-16時

。発明・考案・特許 9月8日(月)、

10月6日(月)10時-15時

。労働 9月11日(木)、10月 9日

(木)13時-16時

。下請け取り引きあっせん 8月21

日(木)、9月18日(木)13時30分-16時

。年金・社会保険・労災 9月9日

(火)、 10月14日(火)10時-15時

。健康(予約制) 8月18日(月)、

10月20日(月)9時30分-11時30分

。消費生活 毎週金曜日 9時-16時 -毎週月 ・木曜日10時-16時



回 第605号 (1日・ 15日発行)
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Z
.一
夕
方
の
「
愛
の

f

・・

::::-h
錨
」
に
あ
わ
せ
て

チ
ど
も
を
帰
宅
さ
せ
て
い
ま
す

が
、
立
の
五
時
間
十
五
分
を
も

う
少
し
円
十
く
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。

(南
原
笹
尾
町
美
さ
ん
)

様
々
な
意
見
や
日
没
時
閣
を

考
慮
し
て
設
定
し
て
い
ま
す

広報ひ5っか

「
愛
の
錨
」
な

…
お
答
え

一・…

ど
を
放
送
す
る
防

災
無
線
塔
は
、
市
内
に
百
十
九

か
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

初
は
行
政
無
線
と
し
て
設
位
さ

れ
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
四
年

に
平
塚
市
が
東
海
地
諜
強
化
地

域
に
指
定
さ
れ
た
の
を
機
に
、

「
防
災
行
政
無
線
」
と
な
り
ま

し
た
。

病原性大腸菌0-157による食申書が、舎年も市内で発生しています。

0-157についてよく理解し、一人一人が予防を確実にして感染を防ぎ

ましょう。

予防方法は

0・157は、ほかの食中毒菌と同様熱に弱く、加熱により死滅します。

また、消毒剤で容易に死滅します。

いたずらに0・157を恐れ芯いで、次のような予防をしましょう。

1 帰宅時、 トイレの後、食事の

前などは、手洗いを十分にし

ましょう。また、食品の調理

にあたっても、手や調理器具

は十分に洗いましょう。

北

北

「
愛
の
鐘
」
の
時
間
を

も
う
少
し
早
く
し
て

錨
は
、
現
在

一
円
三
間
鳴
ら

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
時
刻
を
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
と
、
各
無
線
塔
が

正
し
く
作
動
し
て
い
る
か
の
点

検
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

錨
の
放
送
時
間
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
日
常
生
活

に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
怒
見
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
夕
方

の
愛
の
鈍
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
の
帰
宅
の
目
安
と
な
っ

て
お
り
、
時
間
の
変
真
に
つ
い

て
梯
々
な
要
望
が
待
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

2. 0・157は75'C1分以上の加熱

で死滅します。食品(特に肉

類)を調理するときは、 中心

まで十分に加熱しましょう。

現
夜
の
時
間
は
、
お
子
さ
ん

の
年
齢
に
よ
っ
て
希
望
す
る
時

間
が
分
か
れ
る
こ
と
や
、
日
没

時
間
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
て
設

定
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
錨
の
時
間
や
同
数
に

つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や

学
校
関
係
お
な
ど
に
ご
意
凡
を

お
聴
き
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

{
鐘
の
放
送
時
間

(現
行
)}

マ
朝
午
前
7
時

マ
夕
方

(愛
の
錨
)

・
4
1
5月
午

後

5
時
5
分

・
6
i
8月
午

後

5
時
記
分

・
9
1
m
月

午

後

5
時
5
分

-
H
1
3月
午

後

4
時
泊
分

マ
夜
午
後
9
時

-
担
当

広
報
広
聴
課
広
報
担

当

(内
線
3
1
4)

※
市
へ
の
ご
泣
け品
、
ご
提
案
は

お
気
嵯
に
広
報
広
聴
課
広
聴
担

当

(
内
線
3
5
5)

3.生肉が触れたまな板、包丁、

食器等は熱湯等で十分消毒し、

手も十分洗いましょう。

4.調理した食品は速やかに食べ

ましょう。すぐに食べられ芯

い場合は、冷蔵庫に入れ低温

で保存しましょう。

出血を伴う下痢になったら

5.井戸水や受水槽(特に地下式)

を使っている場合は、水質検

査や塩素消毒等を行い、衛生

管理を確実にしましょう。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

ただちに医師の診察を受け、その指示に従ってください。

ID¥配な場合は相談を
・下痢などの症状がある場合は医療機関にご相談ください。

・症状がなくても心配な方や、検便芯どを希望される方は、 平場保健

福祉事務所 (旧保健所)にご相談ください。

.県平塚保健福祉事務所 ft32-0l30 

く相談窓口〉・市役所健康課包23-1111内線667

・保健センター宮34-0311

本

を

読

ま

せ

た

い

「
娘
は
五
歳
。
本
に
親
し
む
よ
う
に
さ
せ
た

い
が
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
い
う

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
で
本
を
読
む
よ
う
に
な
る
に
は
、
子
ど

も
自
身
が
本
を
読
む
こ
と
を
肘
き
に
な
る
こ
と

が
最
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
お
母
さ

ん
や
お
父
さ
ん
が
読
み
聞
か
せ
を
た
く
さ
ん
し

て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

五
蹴
は
、
ま
だ
本
を
読
ま
せ
る
段
階
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
分
か
ら
読
み
た
が
る
の
な
ら
よ

い
の
で
す
が
、
無
理
に
読
ま
せ
よ
う
と
す
る
と
、

か
え
っ
て
嫌
い
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
読
み
聞

か
せ
は
、
い
く
ら
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
小
学
生
に
な
っ
て
も
、
自
分
で
読

む
こ
と
と
は
別
で
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
本
が
好
き
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
で
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
力
も
山
て
き

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
読
み
聞
か
せ
を
す
る
と
き
に
は

情
絡
を
育
て
る
よ
う
親
子
で
感
情
の
交
流
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
五
歳
は
、
ま
だ
絵
本
で

す
が
、
自
分
で
読
め
る
か
ら
と
い

っ
て
情
緒
が

育
つ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
と

一

緒
に
見
な
が
ら
「
こ
の
ク
マ
ち
ゃ
ん
面
白
い
ね
」

と
か

「痛
い
め
に
あ
っ
て
か
わ
い
そ
う
だ
ね
」

な
ど
と
、
親
子
で
感
情
の
や
り
と
り
を
す
る
こ

と
で
情
絡
が
育
っ
て
い
く
の
で
す
。
で
す
か
ら

五
卜
特
が
令
部
読
め
る
か
ら
、
も
う

一
人
で
読

め
る
は
ず
だ
と
い
う
の
は
早
計
で
す
。

し
ば
ら
く
は

一
緒
に
読
ん
で
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
そ
の
う
ち
に
、
自
分
で
読
み
た
く
な
り

ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
ゆ
っ
く
り
持
ち
ま
し
ょ
う
。

.
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山
内
市
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

歩
く
こ
と
は
健
康
に
よ
い

民
議
司
白
羽

R
E
E
-
-
E
F
 

最
近
、

「
歩
く
こ
と
が
健
康

に
よ
い
」
と
よ
く
い
わ
れ
ま

す
。
歩
く
こ
と
に
は
、
ど
の

よ
う
な
効
呆
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

お
答
え

自
動
車
の
普
及
や
働
く
現

場
の
省
力
化
な
ど
が
進
み
、

日
常
生
活
の
中
で
体
を
動
か

す
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
反
而
、
食
生
前
が
些
か

に
な
り
、
日
齢
化
が
進
む

一

方
、
巡
動
不
足
に
よ
る
成
人

病

(新
尿
病

・
肥
満
・
高
血

圧

・
日
脂
血
症
な
ど
)
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
竹
が

も
ろ
く
な
る
骨
粗
し
よ
う
誼

も
女
性
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

歩
く
こ
と
が
健
康
に
ょ
い
と

い
わ
れ
る
の
は
、
①
ジ
ョ
ギ

ン
グ
に
比
べ
削
節
へ
の
臼
担

が
少
な
い
②
年
齢
を
問
わ
ず

だ
れ
に
で
も
気
軽
に
始
め
ら

れ
る
③
特
別
の
迫
共
も
必
裂

な
く
日
常
生
活
の
な
か
に
取

り
入
れ
や
す
い
、
な
ど
の
迎

巾
に
よ
り
ま
す
。

ま
た
、
歩
く
こ
と
の
効
栄

と
し
て
は
①
余
分
な
脂
肪
を

燃
焼
し
、

肥
満
を
解
消

・
予

防
す
る
①
代
謝
を
高
め
、
そ

の
結
果
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

下
が
る
①
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
を
助
け
る
、
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

歩
く
と
き
に
注
悲
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
は
、
①
荻
く

前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
ウ

オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
す
る

②
時
間
は
十
分
間
特
泣
か
ら

始
め
、
徐
々
に
増
や
し
て
凶

十
分
間
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
③
年
齢
や
体
力
に
よ
る

迅
い
は
あ
る
が
、
中
高
年
の

場
合

一
日
お
よ
そ

一
万
歩
を

目
安
に
す
る
④
運
動
中
に
気

分
が
悪
く
な
っ
た
り
苦
し
く

な
っ
た
り
し
た
ら
休
む
な
ど

無
理
を
し
な
い
、
な
ど
で
す
。

市
で
は
、
体
験
ヘ
ル
シ
l

教
室
を
聞
い
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

.
保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
引の

)
0
3
1
1

FM78.3MHzをお聴きください。

避難や安否忽どについての情報

を、市から直接お伝えします。
ナパサ

大災害

が発生

したS
まさかのあっ地震だ/
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